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↓エアマチックサスペンション装着車に対応するロワリングモデュールを設定。
20mm～40mmの間で車高が落とせる。またスタンダードサスペンション装着車に
も、MECデザインオリジナルのコイルオーバーキットを用意している

http://www.momo.it/

　メルセデスチューナーとして10年以上のキャリ

アを積むドイツのMECデザイン。今回掲載する

CLS以外にも、SLKやEクラス、そしてCL向け

に大胆かつ個性的なデザインのボディキットとエ

クゾーストシステム、大径ホイールをラインナッ

プしている。さてCLS用チューニングプログラム

の内容を、ボディキットから紹介するとフロント

バンパー、リアバンパー、サイドスカートとリア

スポイラーという4点のコンポーネンツでアグレ

ッシブなフォルムを形成している。延長したフロ

ントスカートにはチンスポイラー、フォグランプ

をオプションで装着できるようになっている。サ

イドには幅広のフェンダーを設定してワイドなス

タンスを作り、サスペンションモデュールでロワ

リングした足元には3ピース鍛造ホイールをイン

ストールした。ワイズアップしたボディに合わせ、

ホイールのサイズはフロントが11.0×20、リア

が13.0×20のディープアウターリムモデルを選

択している。サイドスカートには、オプションで

5つのLED球を装備することができるようなって

る。リアにはディフューザー付きのコンプリート

バンパーを装着し、その上には3ピースのリアス

ポイラーをセットした。

　イギリスのBBCニュースで放映され、話題に

なっている超ハイテクバイクを紹介しよう。3月

11日から4月5日までロンドンの科学博物館で開

催されている企画展で、イギリスのBERU F1シ

ステムがフォーミュラ1の技術を投入した究極の

バイクを展示している。ホイールはモノコック構

造で作られ、その素材にはF1や航空機、またオー

ディオのコーンにも用いられている薄くて超軽

量、しかも強度の高いサンドイッチ構造のカーボ

ン・セラミックコンポジットRohacellを使用。タ

イヤの幅は標準バイクよりも狭いが、それは乗り

心地と操作性を十分考慮した結果だという。通常

のロードバイクと異なり、内蔵したデバイスによ

って自立が可能になっている。また生体認証を行

ったり、体力の測定やさらに環境情報をライダー

に伝えるマルチチャンネル人間工学データシステ

ムを装備している。この他にもFactor001には、

プロのアスリート向けとも言える最先端オンボー

ドコンピュータを搭載し、路面のウェット時、ドラ

イ時のパフォーマンスが測定できたり、また坂道

やコーナリング時のデータを記録できる機能を設

けている。バイカーはコンピュータから多くの情

報が得られ、走行時に蓄えたデータはその後のト

レーニングへ反映したり、またメーカーへ提供して

アフター市場向け製品にフィードバックできるよう

考えられている。写真はプロトタイプで、市販モ

デルの発表、発売時期は現時点で明らかにされて

いないが、価格は2万ポンド～を予定しているそう

だ。日本円にすると約300万円といったところか。

↑シートにはカーボンファイバーを使
用。衝撃吸収力が高い、軍隊でも用
いられている特殊素材だ。ツインス
パーのフレームを採用している

←重量は7kgにも満たな
いという。F1でも採用さ
れているエレクトロニック
モニタリングシステムを
応用したデバイスを搭載
　　したプロ仕様のトレ
　　　　ーニングバイク

↑3ピース構造のリアスポイラーをセット

←↓スポーツディフューザールックのリアバンパーは表面を
滑らかに処理し、エレガントなルックスに仕上げている。組み
合わせたのは4パイプのオーバルクロームチップにMECデ
ザインのロゴが刻まれたスポーツエクゾーストシステムだ

←ライダーの動きをモニタリングするため、クランクの
左右にセンサーが設けてある。BERU F1システムは、
ドイツのBERU AGのスぺシャリストディビジョンとして
イギリスに研究所を置き、同社の開発したタイヤプレッ
シャーモニタリングシステムは、フォーミュラカーをはじ
め、WTCCマシンやル・マンカーに使われている

↓片側50mm強もワイドになったボディに合わせた
ホイールコンビネーションは、11.0×20、13.0×20の
ホイールに、Hankook製285/25、325/25タイヤをマ
ッチング。サイドスカートにはLEDライトを装着できる

←↓フロント用エキップメンツは、フォ
グとデイヘッドライトを付属した純正バ
ンパーの上から被せて装着するハーフ
タイプのスカートになる。ロアグリルイ
ンサートを設けてアグレ
ッシブな表情を作った

　世界中に多くのファンを抱えるMOMOから、こ

の春新作ホイールがデビューする。まだ発売前と

いうことだが、MOMOがひと足先に各国プレス

に向けてニュースを流したおかげでイギリス、そ

して北米のチューニングファンが早くもくいつい

ている!!   ホイール名はPREDATOR・プレデター

と、聞き覚えのあるSF映画とカブるネーミング

を付けている。マットブラックにダイヤモンドカ

ットスポークをコンビネーションして、アグレッ

シブをテーマにデザインした1ピースモデルにな

る。そして軽量、イタリアンデザインをアドバン

テージにもち、15インチ～18インチまでサイズ

バリエーションを展開する。ミラーフィニッシュ

したセンター部にMOMOコルセのマークをあし

らって、ブランドをアピール。アウターリムはも

ちろん、リップまでマットブラックに彩って、ス

ポークの長さと力強いスタイリングを強調した。

http://www.hartge.de/

　リアスタイルの主役級アイテムがHARTGEか

ら発売されている。ハイグレードステンレス素材

を使用し、スポーティなヴィジュアルを演出して

くれるX6専用アクセサリーだ。しかも純正リア

スカートにジャストフィットする設計が嬉しい。

テールデザインはデュアルラウンド、そして四角

形のクワドゥリラテラルの2タイプを設定してい

る。純正のリアサイレンサーと繋げるためのコネ

クティングパイプがセットされる他、純正ポリウ

レタン製スカートと違和感なく収められるよう、

専用のインサート（アタッチメント）も同梱された

商品だ。デュアルテールでスポーティさをアピー

ルするも良し。一方の4角型の個性的なテール

では、クラス感を主張したリアスタイルが

作れる。

→↓ラグジュアリーサルーンで採用されることの
多いクワドゥリラテラルデザインを採用したテー
ルパイプ、こちらもステンレス素材を使用している

→↓純正リアスカートにピッタリ収められるよう
専用アタッチメントを付属している。ステンレスス
チールを素材に丁寧に作り上げたテールパイプ

↓ゴルフ6には8.0×18をインストール

↑プレデターとは映画でもご存知の通り、気配をさとられずにこちらをうかがうハン
ター。MOMOコルセ・プレデターは、都会のハンターをイメージして企画したという。
シャープなスポークラインは、かぎ爪を象ったデザインだとか。ちなみに15インチで
£104.70（約￥1,5000円・2009年3月）と、リーズナブルな価格を提示している

↑アルファMiToには7.0×17をセットして
いる。PREDATORはMiToのブレンボブレ
ーキ装着オプション車にも対応する

※このページでは海外の発売予定商品、新商品についてご紹介しています。
日本国内では販売未定の商品もございますのでご了承ください

http://www.factor001.com/

http://www.mecdesign.de/
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